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● 「図書館運営」と「除染のあり方」について
● 民間事業所労働基本調査結果は

● 市内の各診療所の経営現状は

● 水需要計画を見直し水道料金の軽減を● 奥州市の学校教育の方向性について

質
問
　
奥
州
市
は
平
成
26
年
度
か
ら
、

胆
沢
ダ
ム
よ
り
本
格
受
水
を
行
う
計

画
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
奥
州
金

ヶ
崎
行
政
事
務
組
合
は
、
来
年
度
か

ら
２
カ
年
計
画
で
約
８
億
円
を
投
じ
、

た
ん
こ
う
浄
水
場
の
第
２
期
整
備
事

業
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
し
か
し
、

奥
州
市
の
水
需
要
は
伸
び
て
お
ら
ず

水
需
要
計
画
を
見
直
し
、
既
存
水
源

を
活
用
し
な
が
ら
第
２
期
整
備
事
業

を
延
期
し
、
水
道
料
金
の
引
き
上
げ

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
自
己
水
源

の
活
用
、
水
源
の
分
散
は
、
こ
の
間

の
震
災
の
経
験
か
ら
も
重
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
ダ
ム
か
ら
の
受
水
の

責
任
水
量
の
見
直
し
を
国
に
要
求
し
、

市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
。

市
長
　
水
需
要
は
伸
び
て
い
な
い
が
、

既
存
水
源
の
耐
用
年
数
な
ど
か
ら
、

浄
水
場
の
整
備
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
既
存
水
源
は
可
能
な
限
り
活
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
責
任
水
量

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
可
能
か
ど

う
か
国
と
交
渉
す
る
。

質
問
　
水
沢
区
以
外
の
市
民
の
中
に
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
の
提
言
は
、
水
沢
の
関
係
者
だ

け
で
協
議
し
、
水
沢
中
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
も
の
で
は
な
い
か
。

総
合
支
所
の
機
能
が
縮
小
さ
れ
、
周

辺
地
域
の
切
捨
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
著
し
い
低
下
を
き
た
す
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
方
が
い
る
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
提
言
を
、
市
の
施

策
に
取
り
込
む
の
は
止
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
　
誰
が
提
言
し
た
か
で
は
な
く
、

そ
の
提
言
の
内
容
が
ど
う
か
が
大
事

だ
。
誰
の
提
言
で
も
、
良
い
も
の
は

市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
誤
解
さ
れ
て
い

る
方
が
い
る
よ
う
だ
が
、
総
合
支
所

を
無
く
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
全

く
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
今
年
度
初
め
て
実
施
し
た
奥
州

市
民
間
事
業
所
労
働
基
本
調
査
の
結
果

は
。
地
方
公
務
員
法
で
は
職
員
の
給
与

は
、
生
計
費
並
び
に
国
及
び
他
の
地
方

自
治
団
体
の
職
員
並
び
に
民
間
事
業
所

の
給
与
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て

決
め
る
と
あ
る
。

市
長
　
年
間
の
支
給
額
は
事
務
系
で
民

間
は
３
５
７
万
円
、
市
は
５
６
３
万
円
。

市
が
２
０
６
万
円
高
く
１
・
58
倍
。
技

術
系
で
民
間
は
３
０
６
万
円
、
市
は
５

７
９
万
円
で
２
１
８
万
円
高
く
１
・
61

倍
で
あ
る
。

　
24
年
度
も
調
査
し
、
わ
か
り
や
す
い

分
析
に
努
め
、
市
民
へ
情
報
を
開
示
し
、

市
職
員
給
与
、
勤
務
条
件
な
ど
の
参
考

に
し
て
い
く
。

質
問
　
市
内
の
各
診
療
所
の
経
営
現
状
、

特
に
収
支
の
状
況
は
独
立
し
た
企
業
会

計
で
な
く
見
え
に
く
い
の
で
、
近
年
医

師
の
退
職
も
あ
り
減
収
し
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
実

情
を
伺
い
た
い
。

　
各
診
療
所
の
人
件
費
率
、
病
床
利
用

率
、
繰
入
額
は
い
く
ら
か
。

　
又
患
者
一
人
当
り
も
い
く
ら
か
。

　
前
沢
区
内
に
お
け
る
民
間
の
医
療
環

境
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
内
に
９
診
療
所
を
有
し
前
沢

・
衣
川
は
病
床
19
床
を
有
す
る
。

　
前
沢
診
療
所
は
常
勤
医
１
名
で
あ
り

繰
入
金
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
更
に
最

近
開
業
す
る
医
院
も
多
く
、
在
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。
各
診
療
所
の
繰
入
金

が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
経
費
削
減
に
努

力
す
る
。

　
人
件
費
比
率
は
前
沢
診
療
所
82
・
７

％
、
衣
川
診
療
所
83
％
、
衣
川
歯
科
診

療
所
１
５
０
％
で
あ
る
。

　
病
床
利
用
率
は
前
沢
43
％
、
衣
川
37

・
７
％
で
あ
る
。

　
繰
入
金
は
公
債
分
除
き
で
、
前
沢
は

１
億
６
０
０
０
万
円
、
患
者
一
人
当
り

６
８
０
０
円
。
衣
川
診
療
所
は
１
億
１

３
０
０
万
円
、
患
者
一
人
当
り
７
１
０

０
円
。
衣
川
歯
科
は
３
４
４
２
万
円
、

患
者
一
人
当
り
５
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
医
療
環
境
は
、
病
院
１
ケ
所
（
病
床

２
４
９
）
、
医
院
９
カ
所
、
歯
科
医
院

５
カ
所
で
あ
る
。

質
問
　
前
沢
、
衣
川
３
診
療
所
の
医
業

収
支
補
填
が
３
億
円
だ
が
、
金
ケ
崎
で

は
診
療
所
化
し
て
年
間
５
０
０
５
万
円

の
繰
入
れ
で
、
患
者
一
人
当
り
２
３
０

０
円
で
、
比
較
す
る
と
二
億
円
の
差
額

と
な
る
。
当
市
は
経
営
者
不
在
の
現
状

だ
が
。

市
長
　
指
摘
の
観
点
も
し
っ
か
り
検
討

し
て
い
き
た
い
。

医療収支補填年間１億６千万円の前沢診療所

たんこう浄水場農業の楽しさを体験（江刺区内）

高い関心を示した除染説明会（水沢会場）

質
問
　
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
奥

州
市
に
お
い
て
も
、
後
継
者
不
足
、

未
婚
の
男
女
の
増
加
、
少
子
高
齢
化

な
ど
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
何
か
良
い
考
え
は
な
い
か
と
み

ん
な
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
様
々
な
手
立
て
を
講
じ
て
い
る
が

解
決
に
向
け
た
有
効
な
手
段
が
な
い

の
が
現
状
だ
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を

少
し
で
も
解
決
出
来
る
可
能
性
と
し

て
、
地
域
の
小
学
校
、
中
学
校
で
も

「
農
業
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
、
経
済

的
可
能
性
」
等
を
し
っ
か
り
と
教
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
子

供
た
ち
を
奥
州
市
か
ら
出
て
行
く
よ

う
な
教
育
で
は
な
く
、
地
元
に
残
り

あ
る
い
は
戻
っ
て
地
域
の
た
め
に

生
活
し
て
も
ら
う
よ
う
な
教
え
方

が
大
事
だ
と
思
う
。
例
え
ば
奥
州

市
で
30
種
類
の
野
菜
の
名
前
と
実

物
が
分
か
る
生
徒
は
何
人
い
る
だ

ろ
う
か
。
栄
養
素
や
美
味
し
い
野

菜
の
見
分
け
方
な
ど
加
え
て
覚
え

れ
ば
、
少
な
く
て
も
青
果
物
を
扱

う
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
、
専
門

店
な
ど
で
の
採
用
の
道
も
開
け
る

と
い
う
も
の
だ
（
も
っ
と
広
が
り

が
あ
り
ま
す
）
。
地
域
と
協
力
し

色
々
な
分
野
の
あ
る
、
す
そ
野
の

広
い
農
業
等
の
一
次
産
業
の
楽
し

さ
、
有
意
義
さ
を
奥
州
市
で
強
力
に

進
め
、
多
く
の
生
徒
に
地
元
に
残
る

よ
う
な
教
育
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
又
「
結
婚
を
し
て
子
供
も
含

め
た
家
庭
を
営
む
こ
と
が
、
最
高
の

幸
せ
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
も
教
え

て
頂
き
た
い
。

教
育
委
員
長
　
農
業
は
奥
州
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
し
、
そ
の
重
要
性
か

ら
現
在
も
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
作
業
体
験
な
ど
も
取
り
入
れ
て

い
る
所
だ
が
、
議
員
の
言
わ
れ
る
趣

旨
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
の
で
、
今

ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
農
業
や
一

次
産
業
等
の
大
切
さ
や
面
白
さ
等
教

え
て
い
き
た
い
。

質
問
　
合
併
後
、
奥
州
市
の
小

・
中
学
校
に
図
書
館
臨
時
司
書

を
年
次
計
画
で
配
置
し
て
き
て

い
る
が
、
全
体
に
配
置
さ
れ
る

完
了
年
度
は
。

教
育
委
員
長
　
小
・
中
学
校
図

書
館
臨
時
司
書
の
配
置
完
了
は

平
成
26
年
度
と
し
て
い
る
。

質
問
　
臨
時
司
書
で
あ
る
が
、

司
書
免
許
や
司
書
教
諭
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
た
ち
が
多
い
。

市
の
臨
時
的
任
用
職
員
賃
金
単

価
表
の
職
種
区
分
に
司
書
・
司

書
教
諭
を
設
け
る
考
え
が
な
い

か
。

市
長
　
職
種
区
分
の
変
更
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
が
出
る
の
で
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

質
問
　
水
沢
図
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
を
使
用
す
る
プ
リ
ン
タ
ー
が

故
障
が
多
く
耐
用
年
数
も
過
ぎ
て
い

る
の
で
、
取
り
替
え
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

教
育
委
員
長
　
こ
の
プ
リ
ン
タ
ー
は
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
納
め
ら
れ
て

い
る
古
い
資
料
や
古
文
書
な
ど
を
プ

リ
ン
ト
す
る
の
に
必
要
な
機
器
で
す

の
で
検
討
し
た
い
。

質
問
　
各
区
で
放
射
能
の
除
染
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
町
内
会
の
役
員
を

集
め
て
開
催
し
た
が
、
そ
の
説
明
に

多
く
の
質
問
が
あ
り
、
即
答
で
き
な

い
も
の
は
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
と

し
て
い
た
が
、
い
つ
ま
で
に
知
ら
せ

る
の
か
。

市
長
　
３
月
半
ば
ご
ろ
ま
で
に
地
区

セ
ン
タ
ー
等
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
努

力
中
。

質
問
　
町
内
会
の
役
員
は
説
明
を
聞

い
て
、
町
内
の
人
た
ち
に
説
明
し
、

除
染
の
指
導
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
最
初
の
除
染
の
活
動
に
は

市
の
担
当
課
の
派
遣
を
願
う
。

市
長
　
連
絡
が
あ
れ
ば
、
か
な
ら
ず

指
導
に
あ
た
る
。


